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――教室空間における相互行為と 発達の最近接領域構築――























肯定的な結論を出しており（たとえば Donato 1994，Haneda 1996，池田 1999，Youngs and Green

































































1ただし Ohta（2000）は，scaffolding（足場掛け）よりも provide help（支援の提供）という用語を多く使
用している．






















次の表 1・表 2は，これを 2通りの方法で表したものである．
表 1は，矢印が交差しているので，複雑な様相を表しているように見える．しかし，同じ状態
を別の方法で表した表 2において明らかであるように，利益・恩恵は，実際には常に expertに発





















































4-1．分 析 対 象
4-1-1．データの概要
分析は，仏の私立高等教育機関における，一学期間の日本語初級クラスのデータを対象とし


























表 3 分析対象教室開始時点（2006年 9月現在）
学習者 母語 年齢 性別 学習目的 日本語学習経験
ロール 仏語 21 男性 将来の職探し 3H/週 5ケ月間（計 50時間）
SD 仏語 24 男性 将来の職探し 1，5H/週 2年間（計 78時間）
SJ 仏語 22 男性 将来の職探し 2H/週 2年間（計 78時間）+ホームステイ 2ケ月




































































































ICレコーダーは学習者 4人および教師のほぼ中央に位置していて，サイド発話 Aおよび Bも，
同一の ICレコーダーで録音されたものである．
授業録音文字化記録（2006年 10月 5日）
発話番号 発話者 発 話 発話内容の日本語訳
［SDはロールが書いた一節 かのじょはぼの U2のかしゅとてもすきですを読み上げている］



































SJ ：＜Moi, je ne suis pas fan..＞｛＞｝ 僕はファンじゃないね
11 SD ：＜Oui, mais les chansons sont bons.＞｛＞｝ うん，でも歌は良いよ
12 SG ：De qui？． 誰の
13 SD ：アユミハマサキ。
14 SG ：C’est qui？アユミハマサキ。 アユミハマサキって誰？
15 ロール：アユミ She is a singer. But I don’t．．really．．






18 T ：本当は．．あまり avec negation． 否定形と一緒に
19 ロール：あぁ．．あまり．．好きじゃありません。
20 T ：Not very muchね。 あまり．．．ね
21 SJ ：Those kind of music．．．very noisy and very
heavy like a 蚊．
この手の音楽って，うるさく
て重くて，蚊みたい。
サイド発話 Aと Bは，ほぼ平行して行われていた．発話番号 8および 9の後半が聞き取り不
能♯♯♯♯になっているのは，8の後半に 10が，9の後半に 11が重なっているからである．本




スピードで交わされた呟きのような私語（ Moi je ne suis pas fan．（僕はファンじゃないね）：
79noviceが expertの学習に貢献するとき



















































































2 T ：Posez des questions si vous ne comprenez pas. わからない時は質問してくだ
さい
3 SJ ：Alorsじゅうにねんま．．．はなんですか？。 ええっと
4 SD ：じゅうにねんまえ．．non．じゅうに？。 違う
5 SJ ：＜じゅうにねんま？。＞
6 SD ：＜じゅうにねんま？。＞
7 T ：ええっと．．．Vous comprenez quelque chose.
［↓］
何かわかりましたか
8 SD ：Non. わかりません
9 T ：Suppose．．．supposez quelque chose.［↑］ 予想してみてください
/沈黙 4秒/
10 SG ：じゅうにめん．．なんですか？。















18 SJ ：Ah par-ce que vous ne ＜＃＃＃＃＃＃.＞
｛＜｝
あ，どうしてかっていうと
19 T ：＜Moi j’ai compris autre chose.＞｛＞｝ 私は違うように理解していま
した
20 SJ ：Ah. ＜笑い＞ あ
21 ロール：＜笑い＞ On a tous compris autre chose de
toute façon depuis tout à l’heure.
さっきから，みんなそれぞれ
違う風に理解しているね








28 SG ：Comment on peut dire“Quand j’ai com-
mencé．．．quand j’avais 12ans”ou“Quand j’
ai commencé ＃＃”et après c’est ton truc？.
 始 め た と き 12歳 で し
たって，どう言えばいい
の。それか ＃＃を初めたと
きっ て 言 っ て，後 は 君
（SD）の工夫をくっつける？
29 SD ：＜12さい＞｛＜｝
30 T ：＜Oui, c’est possible＞.｛＞｝．．oui oui oui





















































教師によるフィールドノートより抜粋（2006年 11月 14日：第 7週）
（ ）内は本稿執筆時点で付記・注記したもの
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資料 1 文字化の凡例
文字化の凡例は，以下の通りである．本論中にも記したように，文字化のルールは，原則的には，宇佐美
（2007）の改訂版：基本的な文字化の原則に従った．ただ，同原則は日本語の自然会話の定量的処理に
適するように開発されているが，本稿は定量的分析を目的とはしておらず，その上，日本語・英語・仏語が
混在した会話を文字化しているという違いがある．そのため，読みやすさを考慮して，変更・簡略化した箇
所がある．特に大きな変更点は，改訂版：基本的な文字化の原則では，発話文番号・ライン番号という 2
種類の番号を区別して異なる情報を得られるようにしているが，本稿の分析においては，話者交代，あるい
は構造的に文になっていること，あるいは十分な間を目安として，1種類の番号しか付さなかったという点
である．この番号を，本稿では，発話番号と呼ぶ．
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。 日本語文の文末
． 仏語または英語文の文末
？ 疑問
．． ポーズまたはリズムのとぎれ（0.5秒以下）
．．． 0.5秒のポーズ
．．．．． 1.0秒のポーズ
/沈黙 秒数/1.0秒を超えるポーズ
   作文タイトルの引用
” ” 直接話法による引用文
＝ 前の発話の末尾と次の発話の冒頭につけて，発話と発話の間が，ほとんどないことを示す
＜ ＞ 同時発話の重なった部分
｛＜｝ 重ねられた発話
｛＞｝ 重ねた方の発話
（ ） 短いあいづち
＜笑い＞ 笑い
＃＃＃ 聞き取り不能（拍数）
［↑］ 上昇イントネーション
［↓］ 下降イントネーション
［ ］ 文脈的情報
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